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長野県図書館協会 

デジタル版 小中学校図書館部会だより 

第 14４号 （平成２８年度） 

 

学校図書館教育のさらなる充実に向けて 
                                             

        長野県図書館協会小中学校部会 

                               部会長  和田 敦 

 

 本年度、小中部会では「豊かな学びの中核となる学校図書館～司書教諭と学校司書との

連携による読書・学習・情報センター～」をテーマに掲げ活動を進めて参ります。 

 具体的な重点として、以下のことに取り組んでいきます。 

 

 １ 創造力を培い、豊かな心を育む「読書センター」としての学校図書館 

  ・読書意欲を高め、考えを深める読書指導研究 

  ・推薦図書の選定と情報提供 

  ・読書感想文・読書感想画の募集と資料提供 

 ２ 知的活動を促し、自ら学ぶ力を育てる「学習センター」としての学校図書館 

 ・授業のねらいにそった学習図書、資料の情報提供、学校司書と連携した授業づくり 

 ・児童生徒への学習支援 

 ３ 「情報センター」としての学校図書館 

  ・図書館資料を活用した児童生徒や教員のニーズへの対応 

  ・情報活用能力を培う図書館指導の推進 

 ４ 司書教諭と学校司書等とが協働して教育力を高める学校図書館 

  ・司書教諭と学校司書等との一層の連携及び資質向上の研修推進 

・学校図書館実務マニュアル」ならびに「司書教諭と学校司書―力を合わせて図書館

教育」    の活用と普及 

 ５ 学校図書館法改正に伴う学校司書の適切な配置に向けての活動 

 ６ 県図書館協会と連携、図書館研究大会の推進 

  ・第６６回大会開催支部（塩筑支部）との連携と協力 

  ・県図書館協会事業への協力、地区図書館大会への協力 

 ７ 第２９回北信越地区学校図書館研究大会（長野大会）の準備  

 

 改正学校図書館法の施行に伴い、司書教諭と学校司書の授業などへの参画が求められて

います。全県的に見て、安定した活動や資質の向上を図る研修、処遇のことなど多くの課

題が残されています。本部会では、それらの課題に対して前向きに取り組み必要な提言が

できるように努めて参ります。 

 本年度も学校図書館教育がさらに充実したものになることを目指していきます。ご協力

をお願いいたします。 
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役名 氏名 所属

部会長 和田　敦 安茂里小学校

鈴木　明 篠ノ井東小学校

松下　寿 小川中学校

常任幹事 竹松　寿寛 青木島小学校

宮尾　弘子 豊野東小学校

浅井かよ子 小川小学校

橋本　郁子 芋井小学校

畑　純子 優良図書研究所

赤津　勝広 宗賀小学校

河原　節子 中条小学校

庶務幹事 小林　正代 長野県図書館協会

支部 氏名 所属 支部 氏名 所属

佐久 矢野　勝彦 南牧北小学校 佐久 花岡　直美 野沢中学校 

上小 塚田　量 城下小学校 上小 田中　尚子 第四中学校

諏訪 笠井　正啓 東部中学校 諏訪 島田　香澄 原小学校

上伊那 青木裕美恵 富県小学校 上伊那 西村　敦子 箕輪北小学校

下伊那 伊東　秀 平谷小学校 下伊那 林　宏美 高森南小学校

木曽 林　一之 開田中学校 木曽 鎌倉　琢磨 王滝小学校

塩筑 赤津　勝広 宗賀小学校 塩筑 関　陽子 塩尻西部中学校

安曇野 勝家　昌昭 堀金小学校 安曇野 倉科　宗和 三郷中学校

大北 木下　潤児 松川小学校 大北 加藤　未帆 松川小学校

更埴 町田　秀敏 戸倉小学校 更埴 海沼　章 戸倉小学校

須高 宮坂ゆかり 井上小学校 須高 加藤　敦子 高山小学校

中高 小林　妙子 科野小学校 中高 中村　仁志 中野小学校

飯水 森本　浩正 東小学校 飯水 徳武　清花 栄小学校

長野 河原　節子 中条小学校 若林惠実子 東条小学校

松本 鏡味　洋子 旭町小学校 目黒　哲朗 飯綱中学校

松本 今井登志子 梓川中学校

浅井かよ子 小川小学校

畑　純子 優良図書研究所

支部 氏名 所属 支部 氏名 所属

佐久 高橋　美嘉 水明小学校 上小 小池　和枝 依田窪南部中学校

諏訪 中島　寛子 田中小学校 上伊那 米山　篤美 赤穂南小学校

下伊那 関島真知子 豊丘中学校 安曇野 藤澤　宏江 豊科東小学校

木曽 平中　和司 上松中学校 大北 山岸　由美 白馬中学校

塩筑 井原　舞 塩尻西小学校 松本 清水　早苗 明善小学校

須高 牧　志帆 栗ガ丘小学校 更埴 畑山　裕子 東小学校

中高 頓所　本一 木島平中学校 飯水 小出　絢 戸狩小学校

長水 山﨑　久子 北部中学校 長水 上原由美子 中条小学校

幹事 松下　寿 小川中学校 幹事 鈴木　明 篠ノ井東小学校

庶務、会計

支部代表者 推薦課題図書選定委員

長水

幹事

司書教諭委員 学校司書委員

事務局、幹事・支部代表者会、SLA・北信越連絡

幹　　事

読書感想文･感想画コンクール

推薦課題図書選定委員会、読書感想文･感想画コンクール

部会だより、読書感想文･感想画コンクール

推薦課題図書選定委員会、出版物利用促進

27年度第65回県大会開催地区（佐久支部）

28年度第66回県大会開催地区（塩筑支部）

平成28年度　長野県図書館協会小中学校部会役員と業務分担

業務分担

県協会常務理事、SLA正会員

副部会長
司書教諭委員会

学校司書委員会
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平成 28 年度 事業計画 

１ 第６６回 長野県図書館大会 （塩筑大会） 

（１） 期日 11 月 12 日（土）午前 10 時～午後 3 時 40 分（受付開始 9 時 30 分） 

（２） 会場 開会式･講演会：レザンホール（塩尻市大門七番町 4 番 8 号） 

分科会：塩尻総合文化センター（塩尻市大門七番町 4 番 3 号）    

えんぱーく（塩尻市大門一番町 12 番 2 号） 

塩尻西小学校（塩尻市大門五番町 4 番 55 号） 

講演会：午前 11 時 00 分～12 時 30 分 

     講師 猪野 千賀子 氏   鎌倉 幸子 氏 

     演題 「猪野千賀子氏と鎌倉幸子氏とのトークイベント」 

     経歴  

     【猪野千賀子（いがやちかこ）氏】 

      東京都出身。明治大学大学院博士前期課程考古学専修終了。産経新聞にて

長野支局記者、文化部記者などを経た後、ドワンゴコンテンツでニコニコ

動画のニュースを担当。2013 年 4 月から「ハフィトン・ポスト」日本版

レポーターとして,公共図書館や地方自治などについて、取材している。 

     【鎌倉幸子（かまくらさちこ）氏】 

      青森県出身。公益社団法人シャンティ国際ボランティア会入職。同年 4 月

より、カンボジアへ赴任し,図書館事業を担当。2011 年 1 月に広報課･課

長。東日本大震災の後、岩手事務所を立ち上げ、津波で被害を受けた陸前

高田市、大船渡市、大槌町、山田町で本を積んで仮設住宅を巡回する。「い

わてを走る！移動図書館プロジェクト」を立ち上げる。 

（３） 分科会 

第 4 分科会 司書教諭の役割 レポート発表・ワークショップ 

第 5 分科会 司書の立場からの授業支援 レポート発表・グループ討議 

第 6 分科会 図書館運営のあり方 レポート発表・研究協議 

第 7 分科会 読書指導のあり方 

（学習センターとして） 

レポート発表・研究協議 

第 8 分科会 読書指導のあり方 

（情報センターとして） 

レポート発表・研究協議 

（４）参加申込み･問い合わせ先 

第６６回長野県図書館大会事務局 塩尻市立図書館 

〒399 ｰ 0736  塩尻市大門一番町１２番２号 

TEL 0263 ｰ 53 ｰ 3365   FAX 0263 ｰ 53-3362 

   E-mail：toshokantaikai@ city.shiojiri. lg.jp 

 

２ 地区学校図書館教育研究会 

北信 須高支部  10 月 27 日(木)  須坂市立井上小学校・須坂市立墨坂中学校   

南信 下伊那支部 11 月 11 日(金)  下條村立下條小学校・下條村立下條中学校 

                 コスモホール  
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３ 第３９回長野県読書感想文コンクール実施計画 

（１） 支部審査 

・各校では学年別、類別（1～3 類）に、原則として各学級 1 点、応募できる。 

・各支部で審査員を委嘱し、小学校低･中･高学年及び中学校の別に審査し、各

類別に 5 点以内を選出し県図書館協会事務局へ送付する。 

（２） 県審査 

・県審査員は原則各支部より 1 名選出し委嘱する。 

・県審査への応募しめきり 10 月 4 日（火） 

・第 1 回審査会 10 月 13 日（木） 

・最終審査会 11 月 15 日（火） 

（３） 入賞作品は学年（小低･小中･小高･中学）毎に各類（1～3 類）で金賞 5 作･銀

賞 10 作･銅賞 10 作（以内）とする。 

（４） 金賞作品集「ひろがる読書」の発行 

・金賞作品を掲載し、2 月下旬に発行予定。金賞受賞者に贈呈のほか、県下小

中学校へ 1 冊寄贈する。 

・銀賞･銅賞の作品は題名･氏名･学校名のみ掲載する。 

（５） 金賞作品から優秀作品を全国コンクールへ出品する。 

 

４ 読書感想画コンクール実施計画 

（１） 小学校低学年･高学年･中学校の部があり、それぞれに自由読書と指定読書の

区分がある。一人で両方とも応募できる。 

（２） 用紙・絵の具については自由。版画･はり絵も可。 

（３） 応募しめきり 平成 28 年 1 月 10 日（火）予定  

（４） 提出先 県立図書館内読書感想画コンクール事務局 

（５） 審査会 1 月 17 日（火） 幹事会で実施 

（６） 優秀作品を 38 点選び、その中から中央コンクールへ出品する。 

 

５ 各委員会の活動計画 

（１） 司書教諭委員会 

・ 県図書館大会への参画（分科会での発表等） 

・ 「学校図書館実務マニュアル「司書教諭と学校司書 力を合わせて図書館教

育」の活用と普及 

・ 司書教諭の実態調査並びに課題に対する方策の検討 

・ 図書館協会専門研修・学校図書館ステップアップ研修への協力 

（２） 学校司書委員会 

・ 授業に活かせる図書館のあり方を多角的に求め、実践例の収集、実践を行う。 

・ 司書教諭と学校司書の連携に関わる事例の収集と紹介 

・ 県図書館大会への参画(分科会での発表) 

・ 「学校図書館実務マニュアル「司書教諭と学校司書 力を合わせて図書館教

育」の有効活用と普及・実践 

・ 図書館協会専門研修・学校図書館ステップアップ研修への協力 

（３） 推薦課題図書選定委員 
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・ 推薦図書の選定（年 2 回）と紹介（小低・小中・小高・中学・学習図書） 

・ 推薦図書は県図書館協会ホームページに掲載し、支部を通じて各校へメール

配信する。 

・ 県読書感想文コンクール課題図書の選定（推薦図書の中から） 

・ 教科学習図書の選定 

 

６ 「部会だより」発行計画 

（１） 部会だよりを年 3 回発行する。 

・ 第１４４号（7 月）本年度事業計画ほか 

・ 第１４５号（12 月）県大会・地区大会報告・参加者の声ほか 

・ 第１４６号（2 月）本年度まとめ、支部だよりほか 

（２） 支部を通じて各校へメール配信 

 

７ 長野県図書館協会専門研修 

分  野 月 日 会   場 テーマ・内容 

図書館職員等

ステップアップ

（専門）研修 

7/8（金） 伊那市立伊那図書館 製本修理講習会 ～新しい本を作る～ 

9/16（金） 上田情報ライブラリー 新聞データベース講習会 

10/7（金） 東御市立図書館会議室 製本修理講習会 ～本の構造と修理～ 

10/18（火） 
塩尻市立図書館 

ＩＣＴルーム 

国立国会図書館派遣研修 

～国立国会図書館を使いこなす～」 

学校図書館

向け   

連続講座 

10/16（日） 
安曇野市豊科      

交流学習センター 

・新しい学力観 

・学び方ガイド誕生とその普及、活用 

・学校図書館における学校司書の働き 

・ワークショップ 

11/22（火） 安曇野市立堀金小学校 

・探究学習における学校図書館の役割 

・授業支援、調べ学習 

・ワークショップ 

もっと楽しく

読み聞かせ   

講座 

9/4（日） 松本市中央図書館 

絵本の先の読み聞かせ 

（子どもたちに物語の世界のすばらしさを伝 

える方法を学びます。） 

10/8（土） 千曲市更埴図書館 

あかちゃんと本を使ってコミュニケーション！ 

（肉声による言葉かけの大切さや本を使ったコミ

ュニケーションの仕方を学びます。） 

11/6（日） 市立小諸図書館 

あかちゃんと本を使ってコミュニケーション！ 

（肉声による言葉かけの大切さや本を使ったコミュニ

ケーションの仕方を学びます。） 

11/19（土） 下諏訪町立図書館 

絵本の先の読み聞かせ 

（子どもたちに物語の世界のすばらしさを伝 

える方法を学びます。） 
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歳入決算額 2,226,536 円

歳出決算額 1,725,667 円

差引決算額 500,869 円　（次年度へ繰越）

歳入 　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科目 予算額 決算額 増減 説　　明

部会費 560,000 560,000 0 本会計より

研究協力費 1,000,000 1,000,000 0 優良図書研究所より

県立長野図書館より地区大会共催負担金として12,800

全国SLAより読書感想画審査費として50000

助成金 20,000 20,000 0 全国SLAより研究助成金として

雑収入 504 12,040 11,536  冊子販売収入24冊12,000 利息40

繰越金 571,696 571,696 0 前年度繰越

合計 2,215,000 2,226,536 11,536

歳出
科目 予算額 決算額 増減 説　　明

地区研究会費 360,000 360,000 0 １地区120,000×3地区

県大会費 50,000 39,816 -10,184 参加費2,000×20名、分科会消耗品

コンクール費 440,000 405,968 -34,032 感想文審査費、感想文賞状印刷、課題図書

研究委員会費 440,000 363,320 -76,680 図書選定委員会、学校司書委員会、司書教諭委員会

会議費 210,000 189,360 -20,640 幹事会、支部代表者会

北信越大会費 200,000 195,874 -4,126 白山・野々市大会

全国大会費 0 0 0

印刷費 0 0 0

負担金 45,000 42,350 -2,650 全国SLA負担金

事務費 80,000 87,561 7,561 宅配便料金

雑費 50,000 16,438 -33,562 図書館大会企画運営委員会旅費、振込手数料等

積立 0 0 0 北信越大会用

予備費 340,000 24,980 -315,020 全国人権同和教育大会負担金

合計 2,215,000 1,725,667 -489,333

平成27年度　小中学校図書館部会決算報告　　　　

補助金 62,800 62,800 0
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歳入予算額 2,144,000 円

歳出予算額 2,144,000 円

差引　残額 0 円

歳入 （単位：円）

科目 予算額 前年度予算額 増減 説　　明

部会費 560,000 560,000 0 本会計より

研究協力費 1,000,000 1,000,000 0 優良図書研究所より

県立長野図書館より地区大会共催負担金として12,800

全国SLAより読書感想画審査費として50,000

助成金 20,000 20,000 0 全国SLAより研究助成金として

雑収入 331 504 -173 利息

繰越金 500,869 571,696 -70,827 前年度より

合計 2,144,000 2,215,000 -71,000

歳出

科目 予算額 前年度予算額 増減 説　　明

地区研究会費 240,000 360,000 -120,000 １地区120,000×2地区

県大会費 50,000 50,000 0 参加費2,000×25名（第2回支部代表者会）

コンクール費 440,000 440,000 0 感想文審査費、感想文賞状印刷、課題図書

研究委員会費 440,000 440,000 0 図書選定委員会、学校司書委員会、司書教諭委員会

会議費 210,000 210,000 0 幹事会、支部代表者会

北信越大会費 0 200,000 -200,000

全国大会費 150,000 0 150,000 神戸大会

印刷費 0 0 0

負担金 45,000 45,000 0 全国SLA負担金、正会員費

事務費 90,000 80,000 10,000 宅配便料金

雑費 50,000 50,000 0 図書館大会企画運営委員会旅費、振込手数料等

積立 100,000 0 100,000 北信越大会用

予備費 329,000 340,000 -11,000

合計 2,144,000 2,215,000 -71,000

平成28年度　小中学校図書館部会予算　　

補助金 62,800 62,800 0

 

部会だよりは長野県図書館協会ホ

ームページでもご覧いただけます。 

。 
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